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第5節筑波山北麓居住猟師・家族及
郎により創められた。彼は 1924(大正 13年)本症
緒
を全く独立したー伝染性疾患として記載し，之を初
野兎病は主として野兎 (Lepusbrachyurus T.) めて野兎病と命名， 更に進んで 1925(大正 14年)
其他の彊歯類の聞に流行する一種の伝染性疾患とし その病原菌大原一芳賀球菌(野兎病菌〉を発見して
て自然界に存在する。之は屡々色々な機会と径路に いる (6)(7)(8)(9)(10) (11) (12) (13) (14)( 15) (16)(17)。本菌は 1926
て人に伝染し急性熱性疾患を起すK至る。本邦K於 Francis Iとより後述の欧米に於ける B.Tularense 
て本疾患に関する最も古い記載は天保8年(1837) と同ーのものである事が証明きれている。
水戸の藩医本間寵軒の著した「蕩f;1秘録jの中iζ食 本疾患は本邦のみならず欧米にも Tularemiaと
兎中毒と題して記録されているωω(3)(ヘ叉同時代 して広く分布している。米国民於ける最初の記載
の水戸の町医桜井玄健の覚書中にも本疾患に関係す は 1907Arizona州の眼科医 A.Martinが F.G. 
ると思われる記載があると云う ω。叉福島県を中心 Novy IL送った私信中のものであるとされているω。
とした東北地方及び千葉県の野兎病流行地では古く 1912 Mc Coy &Chapinは米国 Californiaでハタ
から本疾患に関する民間伝承があり，特に本疾患の リス (GroundSquirrel，CiteUus beecheyi)の間
俗名を「野癌J(ウサギコブ)と称し， r地面に死ん に流行するペスト様疾患より一種の菌を分離し，そ
でいる兎K手を触れると兎癌が出来る。jとか， r癌 の地名 TulareIL因んで Bacterium Tularenseと
のある兎を食うと兎癌が出来る。Jr癌を除いて食え 名づけた。人の最初の症例は Wherry& Lamb Il:. 
ば癒が出来ない。J等と云っている。之等は明らか より 1914~l:.記載されたがその後 Francis によって
に野兎病に関する伝承であらうが，兎lとある癌(恐 広汎な研究が行はれこの疾患を Tularemiaと名づ
らく連節共尾嚢虫症)と人の癌(野兎病による淋巴 けられた (9)(20)。本疾患は米国各地から報告がある
腺腫〉とを混同したものであらう ω〈日。之等の事ょ が，その頻度は地方iとより差があり Arkansasでは
り本邦に於ては相当古くより本疾患が存在していた 1937より 1951迄に人口 10万当り 11--25例の発生
ものと考えられる。しかし近代医学的研究は大原八 があったが， New England州では本症発見以来僅
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か5例しか観察されていないし， Vermont州では ある (37)(38)(39)(40)(41)。深田等の報告によれば本邦f['
全然発生を見ていないと云はれる。 1924から 1955 於て報告された野兎病症例は 1924-1955の聞に 717
迄の聞に米国では 25，294例の報告があったと云う。 名l乙上るという (22)。 
(Olsofev 1954) U.S. Public Health Serviceは 野兎病菌は gram陰性の小なる (O.2-.:...0.3xO.7μ〉 
1944より 1955迄の聞に 10，865例の報告を受けてい 球稗菌で多形性が著しく楕円，糸状，そら豆状亜鈴
る。叉更に Alaska，Canada，Venezuela，Mexico 状等を呈する。マダニ類 (Haemaphysalis flava， 
からも報告がある。ヨーロツパK於ても 1926年以 Ixodes japonensis，Ixodes sp A.，sp B)がこの
来シベリヤよりトルコに迄拡ふ全ヨーロツパを覆 菌を有し， ζの寄生Iとより先づ野兎等自然動物聞の
っていると云われる (19)(21)(22)。 伝染が行われる。人への感染はマダニ，サシパエそ
本邦l乙於ける野兎病はその研究の歴史が古いにも の他の吸血昆虫によっても行われるが，実際K最も
拘らず局地性が強く，福島県を中心とした東北地 多い感染様式は主として感染野兎に直接接触するこ
方 6県く21)(22)(23)(24)く25)(28)(29)仰川1)(36)く44)及び茨城・ とである。したがって狩猟関係者等に屡々発生す
栃木〈仰〈船(47)・千葉県を含む関東地方一円，特に千 る。
葉県南部正陵地帯(43)(的 (49)(51)がその常在流行地と 本症に就いて疫学的に特に重要なととは不顕性感
して知られている。静岡(54)・愛知(42)・長野(35)(56)各 染の存在する事である。とれは感染を受けても発症
県，京都府下。へ北海道(26)J:りも散発例が報告さ せず血中抗体のみ上昇する例をいうが，流行地の居
れているが，其の後の続発はなL、。叉最近は新潟県 住者には全く野兎病擢患歴を有していない者にも，
各地及び佐渡島よりの発生が報告されている (32)(33) 叉猟犬にも ζの様な不顕性感染者を発見する事が多 
(34)。叉皮内反応の調査では関西・九州、IC迄陽性者 い。不顕性感染者を発見する事は逆にその土地の野
が分布して居り，各地K於ける疫学的調査の進むに 兎病汚染の状態を推測するに重要な手がかりとなり
つれて本邦K広く分布されていることが判明しつ〉 得る〈5L
第I編 茨城県筑波山に於ける野兎病の疫学的研究
乙の様な条件にある筑波山花於ける野兎病の疫学
第 1章緒言並に研究目的
的調査を行うことにより之等離れた両地域聞の野兎
茨城県筑波山の野兎病花関しては未だその報告を 病伝播の仕方を解明せんと試みた。 Fig 1.Fig 2. 
見ないが，昭和31年 12月三輪が隅然の機会より擢
Fig，1. 
患者を発見じて以来筑波山一帯の野兎病の臨床的疫
筑波山の位置及び他山系との関係
学的調査を開始し，その特殊な地理的条件より野兎
病伝播K関する疫学的解析を試みた。
前述の如く本邦に於ける野兎病の常在地は東北地
方，栃木，茨城，千葉の各県であるが，特に昭和23
年以来東北地方と千葉県南部丘陵地帯に同時に野兎
病患者が多発しているωα1)(48)(49)。乙の様に離れた
両地域にどの様にして，叉同時l乙野兎病患者が多発
したかに就いて我々は推定の根拠を持っていない。
筑波山塊は阿武隈山脈の南端に位するが阿武隈山脈
の南端終末である八溝山系とは幅 3~4km の陥没
帯 (ζ こに水田，河川，鉄道一水戸線一国道が通じ
ている)により完全に隔離されており，周囲の丘陵
から全く孤立した関東平野に於ける独立した山塊を
形成している。従って行動半径の短い野兎の交通も
完全に周囲より断?これていると考えてよい。
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Fig.2. 筑波山及びその周辺 上清を 0.01mg/mlの菌浮遊液の上清に相当する濃
ー/~ 
~. 度K稀釈したものであるが，実施に当つては副作用.;司、、~....，''-'-.~・ー...，.，.~
〆/ 八 3草山ー八 を考慮して更に之を 10倍に稀釈したものを用いた。
、~. .，~弘
川，.11山山A 本抗原をツベノレクリン反応に準じて被検者の前腕屈
側皮内に 0.05cc注射， 48時間後の発赤径を測定す
る。本抗原は局所の水泡，潰蕩，壊死等の副作用少
く，陰性者は全く発赤を認めない。少しでも発赤を
を認めたものは陽性と判定する。 
i) 野兎病皮内反応診断液ω)(略正大原抗原)
常 大原綜合病院研究室製造![.成るもので[御好意、に
より贈与を受けたものである。野兎病菌賭名株の 2
怨 万倍生理食塩水稀釈液を 700~800G (r加熱 1時間，
0.5%に石炭酸を添加したものでその 0.05ccをツベ
ルクリン反応に準じて前腕屈側皮内K注射じ 48時
間後の発赤径を測定する。判定規準は 10mm以上
陽性， 5~9mm 疑陽性， 0~4mm 陰性とする。
数字岨&会~J!.1J!宇 陽性者の場合時に発熱，局所の水泡，潰蕩，壌死を
野』自治得罵所
作ることがある。本調査にては凡でその RotNo. 
10を用いた。佐瀬は広汎な本抗原を用いた皮内反
第 2章方法並に調査対象 
応の調査の結果，、上記測定規準では不明確として二
第 1節猟師，古老の証言及び里子兎病に関する民 重発赤，水泡，潰蕩又は皮厚 2mri1以上を認めた場
間伝承の調査 合及び発赤径測値 14mm以上を陽性とした方が妥
筑波山周辺K居住する猟及び古老数十人民対し野 当であると述べている〈的。叉本皮内反応と次 K述
兎病K関する知識の有無を問うに，野兎病なる病名 べる血清凝集反応とは必ずしも一致しない。
は全く知らぬが「地面に置いた兎は食うな。Jr山で b) 血清凝集反応
拾った兎は食うな。j との伝承は心得ている。 しか 野兎病菌に対する患者血清の凝集価測定が，本疾
し東北地方，千葉県民於ていう「兎癌Jなる伝承は 患診断法として最も信頼出来るものである。 0.3%
ない。叉後述の最近K於ける発病例以外の古い症例 ホルマリン加生食7，K1と18時間培養野兎病菌の 1mg
は全く聞き出すことが出来なかった。即ち彼等にと Iml浮遊液を用意し生食水により倍数稀釈せる被検
つては後述の症例が野兎病l乙関する最初の具体的経 血清l乙等量混入， 370C蹄卵器格納 12時間後， ヴイ
験で、ある。しかし2名の猟師は昭和30年頃筑波山 ダー Jレ反応に準じての凝集価を測定する。発病後7
麓で野兎屍体を見たととがあると証言している。 日頃より凝集価上昇し 4---5週lζて最高に達すると
第 2節野兎痛皮内反応及び血清凝集反応 いう。健康人でも 16倍以下の凝集価を示すことも 
a. 皮内反応 あり，又ブルセラ属と類属凝集反応を示すこともあ
野兎病菌の死菌液を抗原として擢患者の皮内応接 る故注意、を要するが，我々は今迄の経験より 32倍
種するとき本症に特異的なアレjレギ{性皮膚反応の 以上を一応確実K陽性と判定している (5)(5[)。
表われる事はその特殊診断法としてよく知られてお 之等の皮内反応及び血清凝集反応を以下述べる調
り，その簡便性と相侯って患者の診断及び集団K対 査対象Kついて可及的に実施し既往歴者及び不顕性
する野兎摘の疫学的調査に於けるスクリーニングテ 感染者の診断の根拠とした。
ストとして近時盛に用いられている。我々は抗原と 第3節筑波山周辺の既往歴者の調査
して次の2種類を用いた。 筑波山塊はて得たる野兎を感染材料として発生し 
i) 凍結融解遠沈上清抗原ω(略，凍結融解抗原〉 た野兎病症例を調査し次の 5症例群を発見した 0'
野兎病菌の蒸溜水浮遊液を -400C {rて凍結後常温 第 1症例群茨城県筑波町小田
にて融解する。 ζの操作を 5回繰返した後 700 r.CI 昭和 25年 2月筑波山東南麓の小田山で白O庄O
て1時間加熱浸出し， 6000回転 30分遠心沈澱せる 郎が未だ温い死亡後間もないと思われる野兎屍体を
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拾得，家l乙持ち帰りこれを山O豊が剥皮料理した。
i) 平Oふ0，46才，女，農はその片脚を貰い
受け料理し家族と共に煮て食した。 3日後より発病
弛張熱が約 1週間継続，左肘腺及び服寵腺が漸次腫
大し夫々鳩卵大，手拳大となった。 3月比国立土浦
病院を訪れ，切開排膿，術後直ちiζ解熱したが，完
全治癒迄l乙約 50日を要した。家族iζ発病者はない。
i) 白O庄O郎， 39才，男，農は同様lζ肉片を
自宅lζ持ち帰り，妻はOが煮て父松O郎と三人で食
したが三人共発病していない。
ii) 山O豊， 45才，男，農 は剥皮料理後肉片
を自宅に持参し，妻さ Oが料理し煮て食した。豊は
約 2週後左肘腺及び左肢官腺が腫張して来たのに気
附いた。悪寒，発熱はあったが特lζ淋巴腺の底痛は
なかった。淋巴腺は夫々栂指頭大となり， 3月に国
立土浦病院にて切聞を受けた。完全治療迄1(2カ月
を要した。家族は発病していない。
本症例群に於て感染材料に接触したと思われる者
全員に対し皮内反応及び血清凝集反応を実施したが
平OふO及び山O豊にのみ抗体価の上昇を認め，他
f(:躍患者はなかった。
第 2症例群茨城県筑波町小田  
昭和  25年 1月，小田山南部新治村小野地内の山
林で池O道023才農，斎O義030才農，は野兎屍
を拾得し，平O信027才農， と三人で剥皮料理し 
煮て食した。数日後池Oは発熱服寵及び頚部淋巴腺
数ケ腫大して来た。国立土浦病院にて切開排濃し， 
約 2カ月後治癒した。斎Oは料理中兎の骨を手指に
刺した。その後肘腺が腫大したが自分で切開排膿し
約 2カ月後治癒した。平Oは発病しでいない。現在
三人共他地民在住しているため検査は出来なかっ  
た(池Oの父勇Oの談に依る〉。
第 3症例群茨城県岩瀬町岩瀬
島O秀0，40才，男，公務員 は昭和 27年 4月中
旬小田山山林内にてやせた野兎を銃殺して獲った。
剥皮料理し友人数人と煮て食した。当時左示指に傷
はなかったが 2....3日後左示指爪下に疹痛と共に膿
蕩が出来た。 4月 20日頃より悪寒戦懐と共に 400C
lζ発熱，左肘腺並i乙服寵腺が広痛と共に腫張し遂氏
共に鶏卵大となった。 24日頃両足背より始り全身に
及ぶ粟粒大の丘疹が出現，特に両手足背に著明であ
った。掻痔感はなかった。地方医によりぺニシリ
ン，サルバノレサン等の注射を受けたが軽快せず， 5 
月初旬腫張淋巴腺の切聞を受け，排膿と共に解熱
し，傷創も速かに治癒した。発疹は消槌迄に約  40
日を要した。乙れlζ関係せる他の人々は発病してい 
ない。皮内反応，凝集反応陽性。潰蕩淋巴腺型野
兎病に野兎病性皮膚炎を併ったものである。(本
症例は小林の報告せる症例と同ーのものと思われ
る。)<47>
第 4症例群茨城県筑波町泉
昭和  28年 1月稲O抱Oヱ0，50才，男，農， 及 
び結O寛， 56才，男，銀行員が筑波山西側中腹lζ
て野兎 2匹を射殺，そのやせた 1匹を稲Oが持ち帰
り，妻す048才，女，農が剥皮料理し，家人と煮  
て食した。約 1週後すOの左示指lζ小潰療が出来，
左肘腺が腫張して来た。更に左服寵腺が腫張し来り
第 2病週頃に服宵腺は過鶏卵大，肘腺は鳩卵大にな
った。圧迫感，圧痛はあったが，自発痛は著明でな
かった。地方医Kより服寵腺の切聞を受け多量の排
膿があった。肘腺は切聞を受けなかったが服宵腺の
治癒と共に漸次縮小，指の潰蕩も治癒した。他に発
病者はない。皮内凝集反応陽性，潰蕩淋巴腺型野兎
病である。
第 5症例群茨城県筑波町下平
昭和  30年 11月下旬及び 12月上旬，神O与O郎，
50才，男，農，は小田山に狩猟K行き，猟犬エスの
陵えて来た生存野兎を持ち帰り剥皮料理し家族と共
に食した。 ζの際家族も生肉に接触している。 12月
8日与O郎の左小指基部K小潰蕩が出来， 1月 3日
頃左肘腺が大豆大lζ腫張し軽度の底痛あるに気附い
tこ。 1月 15日悪寒戦標と共lと発熱，肘腺の発赤腫，
張，広痛と共に小鶏卵大となった。叉同時期l乙左服
嵩腺も腫張した。 7--10日後特に治療を受けざる
陀解熱し淋巴腺の腫張も縮小して来た。昭和 23年
6月現在左肘腺は母指頭大の圧痛なき硬結として触
れる。周囲との癒着はない。般商腺は触れない。又
他の家族に発病者はない。皮内凝集反応陽性。潰蕩
淋巴腺型野兎病である。その家族全員及び猟犬の凝
集反応及び皮内反応を実施せるに，家族 2名に皮内
反応陽性，凝集反応 32倍以上を発見している d感
染材料たる野兎を校えて来た猟犬エスも凝集反応 32
倍を示しているととは興味がある。 
以上  5症例群の擢患者及び感染材料K接触したと
思われる者の検査成績をー表にまとめると Fig. ~ 
である。叉感染材料野兎の拾得場所は Fig. 2 Iζ示
す。
之等症例群は凡て昭和 25年より昭和  30年来迄の
ものであり，これ以外の症例は筑波山花関する限り
全く発見し得なかった。又これより古い症例も全く
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Fig. 3 筑波山野兎病症例群
鳴門場所|年月|材料患者及び接触者|関 係|病 凝集反応|備型|皮内反応l 考 
1平 O ふ 01 |リ ンパ腺型 1也24x盟36 |1 1:判1凍皮反結融は解抗原
昭 野 2 グ 秀 o 1 1の夫 l 。I1: 16 1 H 
回 
3 グ 輝 o 1 1の子| 。1 1: 16 I和 H 
山 25 4 グ 利 01 1の子 i 。1 1: 15 I H 1 
筑波山
年 5山 O 1 1誌 I1:判 H 
2 
6 " サ 01 5の妻| F 
麓
東
南 
) 
月 兎 7白 O庄 01 I 。I1: 16 ) " 
8 " は o / 7の妻| 。I1: 16 1 " 
H 野 lリンパ腺型 l実施セズ l実施セズ
田 
25 
[潰疹リンパ腺型 1 1 
池Oの父勇O
2 年 氏談による、
山
月
兎 
3平 O信 01 I 1 1 
3 1官官官(野兎I1島 O 秀 o[ |扇動£咽仁川口λム|皮反は併皮疹 112 x 14(32 x34)1 大原抗原 
1稲 O す o[ |潰蕩リンパ腺型| 最長 I1:凶暴露語解抗原
筑 
1 
2 グ 惣 o /1の夫| I1: 16 I野 。 1 
波 
3 グ 佐 o 11の長男| 。Ii: 8 I28 1 山 
4 西 年 4 1 恒 1
1の次男| 。1 1:4' 1 1 
棋』 1 5結 O 。1 1: 4 I H 
中
腹 月 兎 6 シ ロ 15の猟犬[ [ 1: 16 1 
1 I1: 8 I 
1神 O 与、O |潰蕩リンパ腺型| 品 I1:叫 H 
。 
2 F 千 o 1 1の妻| 。1 1: 4， 1野 H 
30 3 P 茂 1の長男l不顕性感染|寸了 I1: 256 1 H 
5 田 年 4 グ O子 I3の妻| 1 |寸子 I1: 32 I 1 
12 5ェ ス 1の猟犬| 1 1 1: 32 1 
山 月 兎 6 マ 1 1 1: 16 I 
7 メ H 
聞き出し得なかった。 た。 Fig.40 
第 4節筑波山西南麓居住猟師・家族及び猟犬の 猟師・猟犬は凡て筑波山及び霞浦方面にのみ出猟
皮内反応及び凝集反応 し，八溝山系側には出猟していないと証言してい
次に筑波山周辺の野兎病汚染度を調べるため，先 る。叉全員野兎病の既往歴を有していない。凝集反
づ筑波山西南麓筑波町を中心として居住する猟師， 応 32倍以上は猟犬の 4頭のみである。乙れは 7才，
その家族及び猟犬の多数例K，血清凝集反応及び 6才， 3才で昭和30年--31年に亘る猟期民参加し
皮内反応を実施して，不顕性感染者の発見に努め ている。これ以後の猟期にのみ参加した犬は凡て陰
-1464- 千葉医学会雑誌 第35巻 
Fig.4 筑波山西南麓猟師，家族及び
猟犬凝集反応
凝集価|猟師例数 家族例数 猟犬例数 
1: 256 
1: 128 
1: 64 
1: 32 
1: 16 
1 : 、8 
1 : 4 
1 : 。 
。。。。
2 
6 
6 
11 
。。。。 
4 
6 
9 
6 
。。 
1 
3 
7 
1 
2 
10 
計 24 (4) 
( )は陽性者数
性であった。叉30年， 31年比この地方に流行した
ヂステンパーのため，古い犬の大部分が死亡してい
るためこれ以上の年令の猟犬の調査は不可能であっ
た。皮内反応は凡て凍結融解抗原を用いたが，全例
陰性であったので詳細は省略する。猟犬は皮内反応
は実施していない。以上より筑波山西南麓Kては，
前症例群以外の猟師・家族は全例陰性で猟犬4頭の
み陽性であった乙とになる。
第 5節 筑波山北麓居住猟師・家族及び猟犬の皮
内反応及び凝集反応
次に筑波山麓岩瀬町を中心として居住する猟師，
その家族及び猟犬の多数例に皮内反応及び凝集反応
を同様に実施した。乙の地区の猟師は大部分が筑波
山塊及び八溝山系側丘陵の両方lζ出猟しており，猟
犬も乙れに従つでいる。その居住地は筑波山北麓よ
り平坦地を越えて，八溝山系側の丘陵地帯広迄広く
分布している。皮内反応は凡て大原抗原 LotNo. 
10を用いたが， ζの際抗原中氏含まれる石炭酸によ
る非持異的反応の出現を顧慮して，同時に対照とし
て反対側前腕屈側に 0.5%石炭酸加生食水を同量注
射して反応を見た。 Fig.5.
判定規準に従い発赤径 10mm以上の陽性者は，
猟師・家族 32名中K4名であった。本抗原による
副作用として陽性者の 1名花局所の壊死を来した 
か他iζは全く見られなかった。石炭酸反応は凡て
6mm以下で，特に判定基準に抵触するものはなか
った。
同時に全員lζ血清凝集反応を併せ実施した。 Fig.
6. 凝集価32倍以上の陽性者は猟師 23名中 2名，
家族27名中3名，猟犬 6頭中2頭で昂る。猟師 512
倍の 1例(勺は問診により昭和27年頃肋膜炎にて 
Fig. 5 筑波山北麓猟師及び家族野兎病
皮内及び石炭酸反応
野兎病皮内反応 石炭酸反応
発赤径
例 数%士 m%数]%士 m%ロ1立1。6 
例
1 。 5。 
2 5 22 67 :t8 12 27 90+5 
3 7 6 
4 4 4 
5 
6 
7 
8 
9 
6。。6。。 
18+7 
2 
1。3。 10+5 
10 
11 
1。 
12 
13 
1 
4。 15士6 
14 1 
15 1 
計 )32) ]30 I 
皮内反応抗原は大原抗原使用 
Fig.6 筑波山北麓猟師，家族及び猟犬の
凝集反応
凝集価!猟師例数 家族例数|猟犬例数
。 。1長1: 512 。 。 。1: 256 。 。1: 128 2。 。2ム1: 64 。11: 32 1 
61: 16 10 2 
1 : 8 5 8 1 
。1 : 4 2 2 1 1 : 。 8 4 
計 6 (2) 
( )は陽性者数
SMの注射を受けているが，特 Iζ野兎病の既往歴を
有していない。その家族の 1名(り
， 
に 64倍の者が 
ある。猟犬の陽性犬は 7才及び 3才で凡て筑波山，
八溝山系両方面に出猟しており，之等は昭和30年
より 31年lζ亘る猟期lζ出猟してゲる。その後の猟 
期比のみ出猟した猟犬は凡て陰性である。
皮内反応陽性者の凝集反応との関係の詳細は
Fig. 7. K示す。皮肉凝集反応の成績は必ずしも平
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Fig.7 筑波山北麓居住猟師，家族の野兎病皮
内反応陽性者と凝集反応陽性者の関係
例|皮内反応l 考凝集反応|備
15x15mm 1 : 8l 
14x14 (80x80) 1: 641皮を伴反局う所の壌死 2 
3 12x 12 (25x25) 1: 512 
1 : 84 10x10 
1: 325 5x5 
6 1: 325x5。 1: 64T 
'皮内反応抗原は凡て大原抗原 LotNo.10使用 
行しないが(44)(52に凝集反応 32倍以上のもののみ
確実托陽性者として採用した。皮内反応は 10mm
以上でも凝集反応 16倍以下のものは凡て陰性と見
倣した。
結局筑波山北麓より八溝山系丘陵地帯K居住する
猟師及び家族l乙5名の陽性者，猟犬2頭の陽性犬を
発見した ζとになる。之等は凡て不顕性感染者であ
る。
以上第 4.5節の成績をー表にまとめると Fig.8.
である。 ず
Fig.8 筑波山周辺居住猟師，家族及び
猟犬の野兎病反応陽性者 
多数例K行われたと考えられる。
患者発生より見ると，上述の 5症例群のみで昭和 
25年lζ初発し， 30年より 31年春迄に亘る猟期で終
っている。猟師・古老の証言，民間伝承の調査によ
り昭和 24年以前に野兎病が筑波山塊K存在した確 
証はない。多分 24年以前には筑波山塊Kは野兎病
は全くなかったと考えてよい。筑波山にのみ関係し
ている西南麓猟師家族の皮内，凝集反応は凡て陰性
に終っている。猟犬は 4頭が陽性であるが，何れも 
7才以下の若い犬で，昭和30年から 31年にかけて
の猟期比参加している。それ以後の猟期比のみ参加
した更に若い猟犬には陽性犬はいない。以上より筑
波山は野兎病の常在地ではなく，東北地方や千葉県
南部丘陵地帯の流行に伴う，昭和25年より 31年春
に亘った偶発的な発生であり，それ以後は野兎病が
全く無くなったか，或はあっても極く狭小な地区に
限局しているものと考えられる。
前述の如く筑波山塊は地理的に八溝山系と完全に
断ち切られている乙とから，野兎間の交通による病
毒ダニの伝播は否定してよい。
筑波山北麓より八溝山系側正陵地帯K居住する猟
師，家族，猟犬の調査で 4名の不顕性感染者，及び 
2頭の陽性犬を発見している。之等は凡て八溝山系
側丘陵地帯に居住しており，筑波山・八溝山系両方
面K亘って出猟している。之等の猟犬が八溝山系の
有毒ダニを筑波山氏運ぶ可能性は充分考えられる。
以上より孤立せる筑波山への野兎病伝播について
次の如く推論し得る。
1. 鳥類による有毒ダニの運搬 
本邦lζ於ける野兎病ダニは主として Haemaphy-
salis flava，Ixodes japonensis，Ixodes sp A及
o I25 o I24 
北麓
計 I48 
23 2 I27 3 I 6 
9 uに 
d
ワ 臼
4 
2 
び Ixodessp B とされているが， 特l乙 H. 自ava
が圧倒的に多く，野兎は勿論キヂ，コウライキジ，
犬にも多く寄生しているという ω(53)。筑波山と八
溝山系との聞を往来する漂烏 (ResidentBirds)に
八溝山系側丘陵地帯居住猟師及びその家族並に猟 より之等の有毒ダニが，八溝山系の汚染地より筑波
犬より野兎病不顕性感染者を多数発見した事より， 山民運ばれる可能性が多い。乙の事より東北地方の
八溝山系は既に野兎病汚染地と考えて良いであろ 流行と同時に，筑波山花も流行が行われる。この
う。乙れは野兎病常在流行地である福島地方より発 事は東北地方と千葉県流行地との同時流行にも同様
した野兎病が阿武隈山脈に沿って漸次南下し，既に の事が推論し得る。乙の場合は候鳥 (Migratory
根津(45)，松崎(49)の報告せる如く茨城県北部を汚染 Birds)の関与も考えてよい。 しかし之等の地方に
し，更に八溝山系を下ってその南端iζ迄達している 棲息する野鳥及び附着ダニの生態が明らかでないの
ととを確認して良いと思われる。乙れより更に飛躍 で乙れ以上の推論は危険であろう。
して最近iζ至り筑波山花迄その汚染が及び，先づ野 2. 猟犬による有毒ダニの運搬
兎聞の流行l乙続いて，昭和 25年以降人への感染が 筑波山麓及び八溝山系の猟犬の調査により，両方 
第3章者 案 
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面lζ出猟する猟犬2頭K凝集反応陽性なるものを発
見している事より，之等の猟犬が野兎病汚染地たる
八溝山系K出猟の際吸着した有毒ダニが筑波山への 
出猟の際，飽血或は未飽血のまま落ち， ζれが筑波
山の野兎病汚染の源泉となる。 
勿論以上の事柄より更に複雑な Factor或はメカ
ニズムが関係して，野兎病の流行を来すのであろう 
が，一応上記の如く推論を試みた。之等の充分な解
明のためには，更に今後の研究に侯たねばなるま
第4章結 論 
1. 昭和 25年より 31年比豆払筑波山花於て野 
兎を感染材料として野兎病患者が多発し， 5症例群
を確認した。
2. 筑波山西南麓居住の猟師，その家族及び猟犬
lζ野兎病皮内，凝集反応を試みた。猟師，家族は凡
て陰性であったが，昭和 30年より昭和 31年K亘る
猟期比迄参加した猟犬4頭K陽性犬を発見した。
3. 筑波山北麓より八溝山系側正陵地帯居住の猟
師，家族及び猟犬K野兎病皮内・凝集反応を実施し
4名の陽性者及び 30年から 31年比亘る猟期比迄参
加した 2頭に陽性犬を発見した白
4. 以上より筑波山の野兎病は東北地方，及び千
葉県の流行と周期を同じくした偶発的な発生と考え
られる。
5. 八溝山系は阿武隈山脈の山続きとして，東北
地方と同一系統K属する野兎病汚染地である乙とを
確認した。
6. 地理的K独立した筑波山への野兎病伝播につ
いて，八溝山系の汚染地より漂烏及び猟犬Kより有
毒ダニの運搬が行われて，乙れにより筑波山の流行 
が起る乙とを推論したo 
第H編 千葉県鋸山周辺に於ける野兎病の疫学的研究
第1章緒言並に研究目的
千葉県は古くより東北地方K次「野兎病の流行地
として知られている。特l乙夷隅郡荒木根山を中心と
した正陵地帯がその常在濃厚流行地とされており，
乙れは更に安房郡清澄及び嶺岡両山系を汚染して安
房郡南部正陵地帯に迄及んでいる (5)(48)(49)(51)。
銀山は千葉県南部，君津郡と安房郡とを劃する山
でその山系は東方lζ延び，一部は清澄山系K，一部
は南下して嶺岡山系K続いている。従って鋸山を中
心とした丘陵地帯も同様に野兎病の汚染地であろう
という事は容易に推測される。 ζの考えの下l乙千葉
県に於ける局地的野兎病の調査の一環として鋸山周 
辺の野兎病の疫学的調査を行った。 Fig.9.
先づ土地の古老，猟師達の言を綜合するに，前記
の夷隅郡，安房郡南部流行地に於ては，野兎病に関
する「免癌j等の伝承が比較的一般に知られており 
50年， 40年前もの古い症例をも比較的容易に発見
聞くもK〉，鋸山周辺にては古老51〉〈5し得ているが〈 
之等の伝承を余り知らず，又僅々 10年以前の古い
症例は全く聞き出し得ない。叉彼等の一致した証言
によれば約 10年前即ち昭和23年頃より山野に野兎
屍体を見る ζと多くなり，野兎数が激減していると
いう。
Fig. 9. 鋸山の位置及び他山系どの関係
桜井(信〉は昭和26年より 29年迄に千葉県各地
より得られた舞死野兎屍体より野兎病菌の分離を試
みているが，銀山北麓君津郡天羽町金谷地内にて得
られた野兎屍体より，野兎病菌の分離に成功してい
る(5)。
第 2章調査方法並に調査対象
第 1節既往歴者の調査
乙の地域K於て擢患せる症例は次の如くである。
感染材料は凡て野兎K因っている。全て過去の擢患，
者であるため，問診により当時の臨床症状を明らか
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l乙し更に血清凝集反応、により確認した。 浅O和0，25才，女，農
第 1症例群安房郡保田町横根 豊O郎が獲った野兎屍を包んだ汚染風日敷を洗つ 
)110芳0，_47才，男，猟師 たのみで，特民生肉K触れず，叉食してもいない。 
15~16 年前より主として鉱山周辺にて狩猟し，野 4---5日後悪寒戦J擦と共に発熱，右服宵腺が悲痛と
兎を多数獲っている。昭和  24年、広痛と共l乙左服筒 共に腫張して来7こ。同時比右母指にあったアカギレ
腺が鳩卵大lζ腫張したことがあったが，全身症状は が痛んr:'。服寵腺は漸次増大鶏卵大となった。 15病
余りなかった。そのとき左手指rc.，小潰蕩が出来た 日頃地方医により切聞を受け，排膿と同時に解熱し
ことを記憶している。地方医によりペニシリンの注 た。凝集反応 64倍。潰蕩淋巴腺型野兎病である。
射を受けたが特に良くならなかった。ストレプトマ 第 5症例群君津郡天羽町花輪
イシン (SM)の注射は受けていない。その後漸次 進O 博， 54才，男，農
軽快した。凝集反応  64倍，潰蕩淋巴腺型野兎病と 昭和  25年 2月附近の山にて跨っている野兎を発
考えられる。 見棒で殴って獲り，剥皮料理し豚  K食はした。本 ム
第 2症例群君津郡峰上村志駒 人，家族は食していない。翌日より頭痛悪寒と共に
白O 孝， 60才，男，炭焼 発熱，右販商腺腫張し遂に鶏卵大となった。ペニシ
昭和  24年 1月自宅附近の山花炭焼K行き，道端 リンの注射を受けるも好転せず，地方医により切開
で未だ温い野兎屍体を拾得，剥皮料理した。約 2週 を受けた。又， SMの注射も受けた。叉，右栂指先
後，発熱と共に右腕筒腺が腫張，鶏卵大となった。 のアカギレが化膿した。全治迄lと1ヵ月を要した。 
1カ月後地方医 lとより切開を受けたが完全治癒迄に 凝集反応  128倍。潰蕩淋巴腺型野兎病である。 
2ヵ月を要した。手指に傷創はなかった。凝集反応 第 6症例群君津郡峰上村田倉  
64倍。淋巴腺型野兎病である。現症はない。 加O武0，31才，男，炭焼
第 3症例群君津郡峰上村忘駒 昭和  25年 4月附近の山氏で炭焼中， 出て来Tこ野
白O吉0，52才，男，農 兎を薪にて打ち獲り朝j皮料理した。 5日後悪寒と共 
昭和 24 年 4~5 月頃，附近の山で息子が野兎を 390C rc.発熱，右肘腺及び右服脅腺が腫張して来た。
銃殺して持参，本人が剥皮料理した。 2---3日後悪 漸次増大夫々鶏卵大，手拳大となり悲痛もあった。 
寒戦懐があり， 1週間続き左服寓腺が腫大し鳩卵大 10日後地方医により肘腺のみ切開を受け，排膿と共 
となった。同時比左母指 lとあったアカギレが化膿し lζ解熱した。服宿腺は切開せず放置したが漸次軽快
容易に治らなかった。地方医により  SM 3gの注 した。切開創の治癒は非常Iζ悪かっーた。現症はな
射を受け 2週後に治癒した。家族は発病していな い。凝集反応 128倍。淋巴腺型野兎病である。母親
い。凝集反応 32倍。潰蕩淋巴腺型野兎病である。 もー諸に食したが発病していない。
第 4症例群君津郡天羽町更和 第 7症例群君津郡峰上村恩田
浅O豊O郎， 49才，男，農 加O 稔， 31才，男，公務員
キ十ダヤマ
昭和  25年 1--2月頃鋸山北方丘陵鬼温山K於て， 昭和  25年 6月末母ヤ Oが裏山の田の中で元気の
犬K追われ?こ野兎を捕獲，剥皮料理した。 2日後発 ない野兎を手掴みにして捕え，稔が剥皮料理した。
熱と共  l乙左服簡腺が腫張し疹痛もあった。淋巴腺は 3---4 日後 390~400C !r.発熱， ζれが 1週間程続い
漸次増大小手拳大となった。叉，左示指lζ小潰蕩が た。 1週後左販商腺が腫張しているのlζ気附いたが
r出来た。第  10病日頃地方医により切開を受け，多 特K疹痛はなかった。地方医lとより野兎病と診断さ
量の膿汁の排出あり， 1ヵ月後i乙治癒した。現在左 れ， SM 3g注射により軽快した。切開はしない。
肩関節部に神経痛様疹痛が常にある。叉，左服宵 l乙 現症はない。凝集反応 128倍，淋巴腺型野兎病であ
2ケの小指頭大の硬き淋巴腺を触れる。凝集反応  る。母ヤ Oは発病せず，凝集反応も 8倍で陰性であ
512倍。潰湯淋巴腺型野兎病である'。 る。
浅Oゆ0，30才，女，農 第 8症例群君津郡峰上村志駒
同時lζ料理した嫁ゆOは 2週後発熱と共に左肘腺 白O元0，35才，男，農
腫張して  2週後鶏卵大となり，約 1ヵ月後地方医lζ 昭和  25年 3月頃裏山Kて野兎に出遭い，薪で殴
より切開を受け治癒している。凝集反応 512倍。淋 り取った。自分で剥皮料理した。 3日後悪寒戦標と
巴腺型野兎病である。 共 l乙発熱，当時あった左母指のアカギレが化膿して
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来た。叉，同時に左服嵩腺が底痛と共lζ腫張し来り 受け，淋巴腺も皮下結節も急速に縮小し，前後 3週
鳩卵大となった。地方医lとより切聞を受けた。その 間にて治癒、した。現症なし。凝集反応 128倍。淋巴
直後更に隣接淋巴腺が腫張して来たので， ζれも切 腺型野兎病lζ野兎病性皮下結節を併ったものであ
開排膿したが，之等の切開創は治癒し難かった。 2 る。他の人々は発病していない。
---3ヵ月後更に左鎖骨下淋巴腺が腫張し来り母指頭 第 12症例群安房郡保田町本郷
大となった。これも切開排膿した。同時に他の切開 川O重0，57才，男，農
創も速かに治癒した。母指の化膿創は別除した。凝 昭和 29年 4月上旬銀山東南麓で炭焼作業中，犬
集反応 32倍。潰蕩淋巴腺型野兎病である。 の吸えて来た野兎屍を拾得， ~Ij皮料理し家人と煮て
第 9症例群安房郡保田町横根 食した。 1週後感官様の寒気・発熱あり，同時に左
金O 武， 34才，男，農，猟師 示指背に小膿蕩が出来，叉，左肘腺が広痛と共lζ腫
昭和 26年 2月頃附近の山林で 1匹の野兎を射殺 大し来り鳩卵大となった。 1週後地方医により野兎
剥皮料理した。家族と共lζ煮て食した。 1週後寒気 病と診断され SM4gの注射を受けて治癒した。
と共lζ発熱した。地方医により両側肘腺，服簡腺， 凝集反応 128倍。潰湯淋巴腺型野兎病である。
頚腺が夫々指頭大，鳩卵大，指頭大Iζ腫張している )110り0，50才，女，農
のを指摘された。淋巴腺は圧痛はあったが特氏自発 上記野兎肉料理の際，妻り 0は素手にて生肉を扱
痛はなかった。野兎病と診断されて SM3gの注射 った。約 1週後寒気と共K発熱，左肢嵩腺が広痛と
を受け，叉同時に左肘腺版窟腺の切聞を受け， ζれ 共K腫張して来た。 2週後lζは鶏卵大となり，周囲 
Iとより解熱快軽した。両手指K小化膿創があった。 の淋巴腺と共lζ腺塊を形成した。肘腺も鳩卵大とな
凝集反応 128倍。潰蕩淋巴腺型野兎病である った。地方耳鼻科医を訪問した際南側鼻甲介，アデ
金OミOオ， 36才，女 ノイドの腫張あり，出血し易かったという。叉，両
夫金O武が野兎を料理する際生肉に接触している 顎下淋巴腺の腫張が著明であった。結膜の充血，流
が特に発病していない。凝集反応 128倍。不顕性感 涙，恥明があった。同時K左下腿前面に硬貨大の出
染である o 血し易き丘疹が多数表われ，中心に膿点を有し圧痛
同時に生肉を料理した母金Oひ077才，女は発 があった。野兎病の診断の下κSM3.5g注射。 3
病していない。凝集反応は 8倍。 週後lζ治癒している。凝集反応 128倍。潰蕩淋巴腺
第 10症例群君津郡天羽町岩坂 型兼眼鼻淋巴腺型野兎病でこれに野兎病性皮疹を併
服0-0，53才，男，農 ったものである。
昭和 26年月 2初旬鋸山北麓梨沢より息子が 1野 第 13症例群君津郡天羽町梨沢
兎屍体を持参，本人が剥j皮料理した。 5日後寒気と 山O春0，22才，男，農
共に左版寓腺 2ケが底痛と共l乙腫張し来り，遂に鶏 昭和 29年 3月頃自宅の裏山にて 1野兎屍体を拾
卵大，鳩卵大とになった。地方医に野兎病と診断さ い最IJ皮料理し父母と煮、て食した。約 1ヵ月後，左手
れ， SM lOg注射を受け治癒した。現症はない。家 関節仲側部lζ母指頭大の皮下腫癌の出来たのに気附
族は無事であった。凝集反応 128倍。淋巴腺型野兎 いた。特に圧痛はなかったが，皮膚の発赤及び波動
病である。 を認めた。その後更に約 20日後右上腕内側の淋巴
第 11例群君津郡天羽町相川 腺が漸次腫張鶏卵大となった。自然に多量の白色紫
川O 茂， 58，才，男，農 液性の排膿あり，速かに治癒した。凝集反応 64倍。
昭和 27年 2月頃水O某 (50才?，男，農)が鋸 淋巴腺型野兎病である。同時に食した父母は発病せ
山北麓金谷地内山林の道端にて野兎屍体を拾得し， ず凝集反応も陰性である。
川O茂がこれを買い受け自分で剥皮料理，他の 2-- 第 14症例群君津郡天羽町梨沢  
3人と煮て食した。約 1週後寒気と共に発熱，右版 山O常O郎， 44才，男，農
寵腺が露痛と共tζ腫張して来た。服嵩腺は漸次増大 昭和 30年 7月頃附近の道端にて拾得したという
し鳩卵大となった。又，同時に右肘腺も母指頭大K 他人の持参せる野兎屍を買い受け，本人が剥皮料理
腫張，叉，両上腕より前腕に亘って大豆大の皮下結 家族と煮て食した。約 1週後悪寒発熱，左股宮腺が
節が両側iζ夫  々 20ケ位出て来Tこ。特に皮膚の発赤 、底痛と共K腫張， 4--5日後には鶏卵大となった。
も圧痛もなかった。地方医により SM6gの注射を 地方医に野兎病といわれ SM10gの注射を受け，
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淋巴腺の縮小をみたが完治iと至らず，その後自然排 えられる。
膿全治迄に約 1ヵ月を要した。凝集反応 128倍。淋 以上の如く昭和 24年に患者が初めて発生し昭和 
巴腺型野兎病である。家族は無事であった。 32年迄11:15症例群 20名の擢患者を発見した。 Fig. 
第 15症例群君津郡天羽町天神山花輪 10. Fig. 11. Fig. 12. 
山O角O助， 52 --t，男，農 Fig. 11 銀山周辺年度別野兎病症例群並びに
昭和 32年7月20日頃自宅の裏山にて犬が追って 擢患者数
殺した野兎を剥皮料理した。その際右中指先に骨を
刺した。乙の創がなかなか治らなかった。 3日後頭
痛と共に発熱，右服宮腺が腫張して来たのに気附い
た。 とれは漸次増大鳩卵大となり，地方医 lとより 
SM 8gの注射を受けて治癒した。現症はない。凝
集反応 1024倍。潰蕩淋巴腺型野兎病である。他の
家族は発病せず。
山Oと0，48才，女，農
角O助の妻と Oは料理時生肉l乙接触しているが発
年 i症例群Im:VU1'!T l同I躍 議染源よりの患 者 |総擢 J患者数
昭和 24 
25 
26 
27 
29 
30 
32 
3 
5 
2 
1 
2 
1 
1 
2 
1 (不顕性感染) 
1 
1 (不顕性感染〉 
3 
7 
3 
1 
3 
1 
2 
計 E - u
病はしなかった。凝集反応 32倍。不顕性感染と考 
Fig. 10 鋸山周辺野兎病擢患症例群
弔問説21|住 所 l氏 名 1:1性 1職業 l 病 瓦寸灘集価 
1 1 24. 1安房郡保田町|川 O芳 o 1471男| 農 |潰蕩リンパ腺型 11: 64 
21 24. 1.1君津郡峰上村 l白 O 孝 1601" 1炭焼|リンパ腺型 l1: 
31 2441向 上|白 O吉 o152[グ l l潰蕩リンパ腺型 ]1: 32 
浅 O豊o[ 1 .1 同上49 II
農
I 11: 512 
4 I25. 1.I君津郡天羽町|浅 Oゆ o130 ]女 1 1 1リンパ腺型 い:512 
浅 O和 0125 1") 1 1潰蕩リンパ腺型 11: 64 
[25. 2.1向 上|進 O 博|叫男 1 1 I向上 ¥1 :128 
25. 4.1峰 上村|加 O武 0 131卜(炭焼[リンパ腺型 11:四引
5 
71 25. 6.1向 上|加 O 稔 1311グ|公務員|向上 11:四 
81 25. 3. ¥向 上|白 O元 01351"1 農|潰蕩リンパ腺型 11 :位
:四[1 向上/134//1 / 1武O田町;金 
9 
円|金Oミ0ォ 1361女 1 1 1不顕性感染 11:凶
110 26. 羽 町|服 o~ 0 53[男| グ |リンパ腺型 ¥1:四
11 27. 上|川 O 茂 158 1 1 / 1 /向上併皮下結節 11:四
町:旦三里oI57 II 1潰蕩リンパ腺型 i1: 128 1 11
12 
|川 0 りo150 1女 1 1 1同上併眼鼻リンパ腺型併皮疹 1.1:12 
13 29. 羽 町|山 O春 o1221男 l グ !リンパ腺型 11: 64 
14 30. U山O常O郎 /441"] 1 1向上 i1:四
上 i山O角O助|叫 1 1 ィ |潰蕩リンパ腺型 11: 1ω4 
15 
山 O とo148 J女 J 1 1不顕性感染 11: 32 
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Fig. 13 鋸山糸周辺猟師及び猟犬の凝集反応
猟
師 
所 l住 猟歴| j猟 師|住 所凝集価 |猟歴|凝集価 
1 林 0 次
2 前 O岩 O
3 高 O金 O
4 牧 O利 O
5 渡 O安 O
6 小 O戦 O
7 小 O善 O
8 前 O次 O
9 川 O善 O
君津郡峰上村 
同 上 
同 上戸 
同 上 
同 上 
同 上 
同 上 
同 上 
君津郡清和村 
15年 
21 グ 
21 1 
30/ 
27/ 
30 11 
15 11 
14 11 
28 /1 
4x 10 
4x 11 
4x 12 
4x 13 
8x 14 
16x 15 
8x 16 
4x 17 
8x 
鈴木 00 '君津郡清和村 
星 O光 O 同 上 
真 O国 O 同 上 
石 O公 O 同 上 
白 0 一 同 上 
萱 O良 O 同 上 
朝 O太 O E 上 
佐 O 万己才三 同 上 
10年 
28 1 
/ 15 
/ 4
/ 40 
45 グ 
/ 15 
/ 8
32x 
16x 
128x 
8X 
4x 
16x 
8x 
4x 
聾計
告白d
せ
計 17 2疑集価 32x以上の者(陽性) 2名 (11.8%)
猟犬 
nJ ' b Eua
数字hl!主情群wo.ヲ永ス
乙の患者多発は昭和25年及び 30年を中心とした
千葉県他流行地及び東北地方の野兎病流行の周期と
一致している。
第2節猟師及び猟犬の血清凝集反応
次l乙乙の地方に於ける野兎病の疫学的調査の一手
段として，乙の地方でのみ狩猟する猟師及び猟犬で
明らかに野兎病既往症を有せざるものの血清凝集反
応を多数例に試みた。我々は凝集反応 32倍以上を
陽性としているが，被検者猟師 17名中2名(11.8%)
に陽性者を発見した。叉，猟犬3頭中8才の 1頭K 
80倍陽性犬を発見した。 Fig..13.
第 3章者 案
以上の調査により銀山を中心とした山系には昭和 
安房郡長鴨狭川周辺I 46 I23 I5切
安房郡鋸館南山周辺 1 49 8 117 
‘鋸 山周辺| 17 1 2 I11.8% 
凝集反応 32x以上を陽性とする 
1'7うも
Fig 12. 銀山周辺野兎病症例群発生分布 24年以前には野兎病は全く無かったか，又はあって
も稀薄な汚染状態であったと考えられるが，昭和24
年より 32年迄IL，東北地方及び千葉県他流行地の
流行の周期に一致して，乙の地方にも流行が起り患
者が多発した。乙れは千葉県民於ける濃厚汚染地た
る清澄・嶺岡両山系より漸次鋸山系lζ汚染が西進し
たものと考えられる。
千葉県各地の流行地に於ける猟師の血清凝集反応
陽性率を比較すると， Fig. 14.の如くである (51)。
即ち夷隅郡南部 83.8%，安房郡東部50%，南西部 
Fig. 14 千葉県猟師の凝集反応陽性率比較
地 区 |被検猟師数|陽性者数1 ~合
才才才288♀♀♀-一チチチポ123 ×××。 。 頭 価集 ワ 臼×q a  上以 Ti頭 
4 
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17%に比し，鋸山周辺は 11.8%である。 ζれより
支 献
各流行地の大略の汚染度が推測される。
ヴ
4
以上の事より鋸山系を新Lい野兎病の小流行地乃
至汚染地と見倣してよいと思われる。
第 4章結 論
1. 鋸山を中心とした山系 K於て，昭和 24年よ
り32年迄に野兎を感染材料として 15症例群 20名ー
の野兎病擢患者が発生したことを確認した。 
2. 昭和 23年以前の擢患者は全く発見し得なか
った。 
3. この地方l乙於てのみ狩猟する猟師 17名中 2

名(11.8%)に凝集反応陽性者を発見した。
 
4. 猟犬 3頭中 1頭l乙凝集反応陽性犬を発見し
た。 
5. 以上より東北地方及び千葉県他流行地の野兎
病流行の周期と一致して，昭和 24，年より 32年迄に
乙の地方にも流行が起ったと考えられる。 
6. 鋸山周辺が千葉県花於ける新しL可小流行地乃
至汚染地であることを確認した。
本論文の要旨は第 32回(昭和 33年4月仙台)

及び第33回(昭和 34年4月東京)日本伝染病

学会総会及び第 1回(昭和 327年月仙台)，第
 
2回(昭和 32年12月東京)， 第3回(昭和 33

年 10月新潟〉本邦lζ於けるマダこを媒介とす

る細菌性伝染性疾患に関する研究結合研究班協

議会に於て一部を発表した。

尚本研究は文部省科学研究費の補助を受けた
ととを附記する。
稿を終るに臨み，終始御指導を賜り且つ本稿
御校閲を頂いた三輪教授をはじめ，本学第一内
科教室金田博士，同細菌学教室川喜田教授，桜
井(信〉博士lと深謝致します。
叉皮内反応抗原の分与を賜った大原綜合病院
大原嘗一郎博士に感謝致します。
更に本研究に当り，御協力下さった茨城県筑
波町国保北条地方病院，岩瀬町国保病院職員各
位同地方猟友会々員各位，及び千葉県君津郡猟
友会々員各位に心より感謝致しますよ 
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